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構造:    

ｲﾝﾅｰｾﾝｻｰと検出ﾊﾟｲﾌﾟ間にある液体の有無を､静電容量の変化とし

て検出しています｡ 

また､温度ｾﾝｻｰによる液体温度のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞが同時に可能です｡ 

 

 

取付け時の注意: 

ｾﾝｻｰﾍｯﾄﾞは姿勢を正しく取付けて下さい。 

※ﾊﾟｲﾌﾟ先端は､水平面又は水平面より下げて取付けて下さい｡ 

 

 

配管規格､ｻｲｽﾞが異なったものを無理に取付けないで下さい｡ 

※取付け不良は､誤動作の原因になることがあります｡ 

点検､結線時のｽﾍﾟｰｽを十分に考慮して取付けて下さい｡ 

 

結線･配線時の注意: 

電源を切った状態で結線して下さい｡ 

電源ならび出力接点を正しく結線して下さい｡ 

※結線を間違えると焼損等故障の原因になります｡ 

接点容量以上の負荷電力を接続しないで下さい｡ 

外部からのｻｰｼﾞならびﾉｲｽﾞ等により誤動作が生じる可能性があ

りますので､取付け位置ならび配線にはご注意下さい｡ 

ご使用上の注意： 
液体･圧力･温度等の仕様条件内でご使用下さい｡ 

出荷時に検出感度を調整していますので､調整は不要です｡ 

※納入後の調整は､誤動作の原因になることがあります｡ 

絶縁抵抗試験は､24VDC以下(5VDCを推奨)で実施して下さい｡ 

 

ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの動作 : 
出力接点ならびLEDの動作は､以下のとおりです｡ 

 端子3-4 端子5-6 LED 

接液時 接点閉(ON) 接点開(OFF) 点灯 

非接液時 接点開(OFF) 接点閉(ON) 消灯 

接液状態でﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押すと､強制的に逆接点ヘ切替えることが出来ま

すので､機器の動作ならびにﾙｰﾌﾟ確認時に便利です｡ 

(接液時にﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押すと･･･) 

 端子3-4 端子5-6 LED 

接液時 接点開(OFF) 接点閉(ON) 消灯 

※非接液時にはﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押しても､逆接点には切替わりません｡ 

動作確認について 

1. 通電した状態で接液させて下さい｡ 

2. ｾﾝｻｰﾍｯﾄﾞの検出ﾊ ｲ゚ﾌﾟ中間位置程度で､出力接点ならびLEDが正常に動

作すれば問題ありません｡ 
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絶縁抵抗について:    

回路保護 

本製品には落雷等で発生する強い誘導雷等の外来ｻｰｼﾞから内部

電子回路を保護するため､fig1のように各電源ﾗｲﾝと製品筐体と

の間にﾊﾞﾘｽﾀ電圧30Vのｻｰｼﾞｱﾚｽﾀが結線されています｡ 

 

 

 

ｻ ｼーﾞｱﾚｽﾀの電圧特性 

ｻ ｼーﾞｱﾚｽﾀの電圧特性上､絶縁抵抗測定電圧によっては､電源ﾗｲﾝと

製品筐体間との絶縁抵抗値が fig2のように低下します｡ 

 

例1. 製品単体の絶縁抵抗値は､印加電圧5VDCで下記fig3を示しま

す｡ 

 
 

 
 

例2. 24VDCをｻｰｼ ｱ゙ﾚｽﾀに印加した場合､ｻｰｼﾞｱﾚｽﾀに流れる実測電流値は 

約10μA､絶縁抵抗値は約2.4MΩであり､下記 fig4を示します｡ 

 

 

 

並列接続時の合成抵抗 

製品が fig5のように7個並列に接続される場合には､合成抵抗値をZ､ 

ｻｰｼﾞｱﾚｽﾀ抵抗値R1～R7とすると下記のように算出されます｡ 

1/Z=1/R1+1/R2+1/R3+1/R4+1/R5+1/R6+1/R7よりZ=343kΩ 

※ 正常な製品を複数同時に並列接続をした状態で絶縁測定をすると､ 

絶縁低下しているような値を示します｡ 

 
 

 

電源ON/OFFによる絶縁抵抗への影響 

fig1において電源がOFFの場合､ｻｰｼﾞｱﾚｽﾀ1,2,3共に30VDCまでは 

動作(導通)しません｡ 

電源がONの場合､絶縁測定のために例えば筐体に0V､0V端子に

+24VDCを印加すると､ 

電源電圧24VDC+絶縁測定電圧24VDC=48VDC 

ｻｰｼﾞｱﾚｽﾀ2には､48VDCが印加され､ｻｰｼﾞｱﾚｽﾀは保護回路部品として動

作します｡これはｻー ｼﾞｱﾚｽﾀの定格値30VDCを18V上回る電圧が印加さ

れたためです｡ 

このように電源ON時は電源電圧の24VDCが加算されるため､電源

ON/OFF時でｻｰｼ゙ ｱﾚｽﾀに印加される電圧は異なります｡ 
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